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神田　一弘さん

「
歴
史
を
刻
む
石
」

　

中
学
校
の
正
門
を
入
っ
て

す
ぐ
の
場
所
に
円
筒
石
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
年
前

ま
で
旧
小
須
戸
地
区
公
民
館

の
敷
地
内
に
あ
っ
た
も
の
で

す
。
建
物
解
体
工
事
に
伴
っ

て
今
後
を
心
配
さ
れ
た
同
窓

生
の
方
々
が
、
中
学
校
創
立

八
十
周
年
記
念
の
年
に
、
関

係
機
関
に
働
き
か
け
て
移
設

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

解
体
工
事
さ
な
か
の
移
設

だ
っ
た
た
め
、
い
つ
の
間
に

か
石
が
無
く
な
り
、
い
ぶ
か

し
く
思
っ
た
方
も
い
た
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
中
学
校
で

も
説
明
板
を
立
て
て
い
ま
す

が
、
読
ん
で
な
け
れ
ば
石
を

見
て
も
気
に
留
め
る
こ
と
も

な
い
と
思
い
ま
す
。　

　

百
年
以
上
も
昔
か
ら
町
民

に
よ
る
土
木
作
業
な
ど
で
使

わ
れ
て
町
の
弥
栄
に
深
く
関

わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
戦
後

し
ば
ら
く
小
・
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
地
で
活
躍
し

た
ロ
ー
ラ
ー
石
で
す
。
節
目

の
年
に
中
学
校
に
帰
っ
て
き

た
こ
と
を
運
命
的
と
受
け
止

め
る
の
は
、
感
傷
的
す
ぎ
る

で
し
ょ
う
か
。

12
月
～
２
月
の

公
民
館
事
業
を
終
え
て

  令和２年度の臨時休館日は以下のとおりです。
◆５月３日（日）～６日（水）の祝日　
◆お盆期間の８月13日（木）～16日（日）　
◆祝日で、１日貸館利用のない日（一日休館）
  および日曜・祝日で、夜間帯の貸館利用のない
  日（18時閉館） ※１か月前までに利用予約がない
  場合に実施します。　
※通常の休館日は第２・４木曜日と12月29日～１月
  ３日です。
　

  小須戸地区での五輪聖火ランナーは、平成10年
（1998年）長野オリンピックの際に中野大輔さんが
選出されて以来の快挙となります。
　とても名誉なことですので、皆さんも深澤さん
の雄姿を沿道で応援してみませんか？

  「町屋ギャラリー薩摩屋」の企画
委員をつとめている深澤孝良さん

（写真左）が、47都道府県を走る栄
えあるオリンピック聖火リレーラ
ンナーとして選ばれました。深澤
さんよりコメントを戴きましたの
で、以下に掲載いたします。

  今年は、秋葉区自治協のお力添
えで小須戸地区32カ所新津地区28
カ所での開催となりました。中に
は区内の幼保小中、福祉施設によ
るつるし飾り（新津地域交流セン
ター）もあり、参加者の広がりを
感じました。優雅、繊細、豪華、
華やか、驚き、発見と訪れる人々
を魅了する事業に育っていくこと
を願うとともに、区全体への広ま
りを期待しています。

「地域の宝探し 秋葉ひなめぐり」「地域の宝探し 秋葉ひなめぐり」
小須小須戸・戸・新津の地域の垣根を越え新津の地域の垣根を越え、初めて取り組みました初めて取り組みました

「地域の宝探し 秋葉ひなめぐり」
小須戸・新津の地域の垣根を越え、初めて取り組みました

　

小
須
戸
コ
ミ
協
と
秋
葉
区
自
治
協
議
会
が
主
催
し
、地
域
お
こ
し
を
目
的
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

「
地
域
の
宝
探
し 
秋
葉
ひ
な
め
ぐ
り
」
が
２
月
１
日
〜
３
月
８
日
ま
で
の
間
、
小
須
戸
地
区
と
新
津
地
区
が

連
携
す
る
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
ひ
な
飾
り
を
め
ぐ
る
だ
け
で
は
な
く
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

ま
ち
歩
き
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
多
数
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。



川  柳短　歌 俳　　　　　句
　 

４
月
15
日
発
行
の
「
こ
す
ど
地
区
公
民
館
報
４
月
号
」
よ
り
、
区
健
康

福
祉
課
提
供
「
健
康
ひ
と
口
メ
モ
」
の
連
載
を
開
始
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
誌
面
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
文
芸
欄
の
枠
サ
イ
ズ
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
つ
い
て
は
掲
載
ル
ー
ル
も
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
１
月
15
日
発
行
の
公
民
館
報
第
781
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
















































































































































































































































































































































俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
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俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集













































































































小須戸地区図書室新刊案内
【一般書】

・夫のトリセツ（黒川伊保子）

・心。（稲盛和夫）

・定年後も働きたい。（松本すみ子）

・老～い、どん！（樋口恵子）

・ケーキの切れない非行少年たち（宮口幸治）

・ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー

 （ブレイディみかこ）

・28文字の片づけ（yur.3）

・遅く帰った日の晩ごはん（ぐっち夫婦）

・居酒屋ぼったくり　おかわり！（秋川滝美）

・大名倒産　上（浅田次郎）

・大名倒産　下（浅田次郎）

・ツナグ想い人の心得（辻村深月）

・わが殿　上（畠中恵）

・わが殿　下（畠中恵）

・黒武御神火御殿（宮部みゆき）

・できない相談（森絵都）

・大人のカタチを語ろう。（伊集院静）

【児童書】

・おばけのばあ（せなけいこ）

・10 にんのせんにん（佐々木まき）

・そんなにみないでくださいな（accototo)

・ノラネコぐんだんカレーライス（工藤ノリコ）

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
３
月
19
日（
木
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公
民
館
へ
。

　令和２年４月３日（金）　

　　　　　　　８時45分大沢森林公園集合　

　　　　　　　９時出発　12時解散（予定）

　３００円（餅代・保険料）当日受付でお支払ください。

　タオル、飲み物、雨具

　山に登りますので動きやすい服装と靴でお越しください。

　　　　　    小学生以下の方は保護者同伴でお願いします。

　　　　　    トイレは大沢公園にしかありません。ご注意ください。

　９時 大沢公園⇒ 11 時 髙立山（休憩）⇒ 12 時 大沢公園　

※雨天の場合は、ふれあい会館にてレクリエ―ション等を行う予定です。

３０名（先着順）

  小須戸地区ふれあい会館へ電話でお申し込みください。

         
               ※休 館 日：月曜・祝日　開館時間：９時～ 21時30分　

　　　　　　　 ※申込締切 :３月28日（土）

　　　　　　　 ※新型コロナウイルスの影響により中止となる場合があります。

　共　　催　 小須戸地区スポーツ振興会

　       　　山の手コミュニティ協議会・小須戸コミュニティ協議会

                 ◆月曜日・祝日・８月13日（木）～15日（土）

                   12月29日（火）～１月３日（日）　

                 ◆日曜日夜間帯の貸館利用のない日（17時閉館）

                   ※１か月前までに利用予約がない場合に実施します。

　

《山遊さん》～山に遊びに行きませんか～
参 加 者 募 集！



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「
税
の
裏
側
」

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「
税
金
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
」

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「
税
の
こ
と 

学
ん
で
気
付
く 

未
来
の
日
本
」

小
須
戸
中
生
徒
が
栄
え
あ
る
受
賞

新
津
税
務
署
「
令
和
元
年
度
納
税
表
彰
式
」

  １月から２月にかけての毎週水曜日に、小須戸
体育館の利用促進及び冬場の運動不足解消を図る
目的で、小須戸地区スポーツ振興会及び小須戸体
育館の指定管理者の秋葉区スポーツフィールド運営
グループの共催で、「カーリンコン無料体験教室」
が行われました。
　ルールは１チーム３人制の団体戦で、黄色のポ
イント（的）に自分のチームの色のディスクを何
枚近づけられるかで、先に７点に達したチームが
勝ちという至ってシンプルな競技です。
　単純なルールながらも、ディスクの色が裏返っ
て相手チームのディスクになったり、相手のディ
スクをはじき飛ばすつもりが、味方のディスクを
間違ってはじき飛ばしてしまうなど、予想外の展
開に大変盛り上がるおもしろいニュースポーツで
す。また、カーリンコンには「介護予防」や「健
康寿命の延伸」、「自らの健康度を高める」など様々
な効果があり、老若男女、障がいのある人もない
人も、ともに楽しむことができます。今後の「無
料体験教室」の予定については、小須戸武道館 TEL
0250-38-2121 までお問い合わせください。


